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現代および明治時代の石川県で確認されたヤリマンボウとマンボウ属魚類の記録

澤井悦郎

A single individual of Masturus lanceolatus (around 60 cm 
estimated total length) was stranded on beach at Jikemachi 
(36°54′53.0″N, 136°46′02.1″E), Hakui-shi, Ishikawa Prefec-
ture, Japan on 7 February 2021. The present stranding might be 
caused by a low sea surface temperature and/or strong wind and 
sea current around the stranding site. Moreover, two “strange 
fish” records from Ishikawa in the Meiji-era newspaper (Miyako 
Shimbun) are identified here as Ma. lanceolatus [ca. 203–206 cm 
length; stranded at Ikirimachi (36°21–22′N, 136°20–21′E), Ka-
ga-shi, Ishikawa Prefecture on 28 December 1893] and Mola cf. 
mola [>91 cm length; off Togiryokemachi (37°08′N, 136°43′E), 
Shika-machi, Hakui-gun, Ishikawa Prefecture on 4 June 1896]. 
Therefore, the present stranding record of Ma. lanceolatus rep-
resents the second reliable records of the species from Ishikawa 
Prefecture.
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 Abstract

フグ目マンボウ科Molidaeは世界中の温帯・熱帯海域に

分布し，日本近海ではカクレマンボウ Mola tecta Nyegaard 

et al., 2017 を 除 く 3 属 4 種［ ヤ リ マ ン ボ ウ Masturus 

lanceolatus (Liénard, 1840)，ウシマンボウ Mola alexandrini 

(Ranzani, 1839)，マンボウ Mola mola (Linnaeus, 1758)，クサ

ビフグ Ranzania laevis (Pennant, 1776)］がこれまでに確認さ

れている（波戸岡・萩原，2013；Caldera et al., 2020；Sawai 

et al., 2020）．

石川県ではこれらマンボウ科 4種すべての出現が確認さ

れている（西村，1958；石川県水産試験場，1985；山本ほか，

1995；河本，2000；相良・小澤，2002；坂井，2005；河野

ほか，2011, 2014；石川県水産総合センター，2012；澤井・

山野上，2016）．ヤリマンボウに関しては，標本を基にし

た山本ほか（1995）以外の記録はみあたらず，また本種の

打ち上げ記録もみあたらなかった．

このたび，石川県におけるヤリマンボウの打ち上げ記録

が 2021年 2月に新たに得られ，また明治時代の新聞に掲

載された 2種類の石川県の「奇魚」の絵を再検討した結果，

それぞれヤリマンボウとマンボウ属魚類（Mola cf. mola）

と同定されたため，ここに報告する．

材料と方法
本研究で調査したマンボウ科 1個体（Fig. 1）は，2021

年 2月 7日に石川県羽咋市寺家町の海岸（36°54′53.0″N, 

136°46′02.1″E）に打ち上げられているところを研究協力

者（山　直人氏）によって発見された．本個体に関する

写真や情報はすべてこの協力者から得られ，写真から外部

形態の観察を行った．本個体は計測されなかったが，推定

全長 60 cm前後と推測された．本個体が発見された当日と

前日の気象と海況は，気象庁（2021a–c）のデータを読み取っ

た．

また，明治時代の都新聞（1894, 1896）に掲載された石

川県の「奇魚」の絵（Fig. 2）は，マンボウ科魚類に似て

いるとして研究協力者（穂積昭雪氏）から情報提供を受け

た．本研究では記事の内容を書き出し，絵の形態観察から

種同定を行った．本研究における尺貫法からメートル法へ

の変換は，1尺 =30.3 cm，1寸 =3.0 cm，1貫目 =3.75 kgと

した．これらマンボウ科の種同定は先行研究（Sawai et al., 

2017, 2020；澤井，2021）にしたがった．

ヤリマンボウ打ち上げ個体の記録
本研究で調査した 1個体（推定全長 60 cm前後；Fig. 

1）は舵鰭の中央よりやや背側が後方に突出すること（Fig. 

1A），体型が卵形であること，胸鰭より後方の体表に盛り

上がったシワがないこと，舵鰭に白色の虫食い状斑がある

ことから，ヤリマンボウに同定された（Sawai et al., 2020；

澤井，2021）．
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Fig. 1. An individual of Masturus lanceolatus (around 60 cm total length) stranded on beach at Jikemachi, Hakui-shi, Ishikawa Pre-
fecture, Japan, on 7 February 2021. A: full body view. B: ventral part of the body. Arrow indicates clavus with median projection. 
Photographed by Naoto Yama.
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本個体は眼の中央に孔が開いており（Fig. 1A），打ち上

げ場所周辺にはカモメ類やカラス類が複数個体確認され

た．鳥類が直接本個体を突いている光景は観察されなかっ

たが，先行研究の事例（Sawai and Yoshida, 2019；澤井，

2020）から，この眼の孔は鳥類によって突かれたものと推

察された．先行研究では鰓膜，肛門，背鰭・舵鰭・臀鰭基

底の帯状部にも鳥類によって突かれたと推測される孔が

あったが（Sawai and Yoshida, 2019；澤井，2020），本個体

では確認できなかった（Fig. 1）．本個体の打ち上げ場所周

辺にはハリセンボン類をはじめとした小魚も多数打ち上げ

られており，鳥類にとって食べやすい餌が豊富にあったこ

とから，本個体はあまり突かれなかったものと推察された．

ヤリマンボウは河川での座礁も含めて冬季に日本海

側で打ち上げられる現象が知られており（西村，1958；

Nishimura, 1965；川上，2002；粟生・澤井，2018；Sawai 

et al., 2019；Sawai and Yoshida, 2019），この現象は対馬暖流

とともに北上して日本海に入り込んだ個体が，水温低下

によって衰弱し，北西の季節風による吹送流によって沿

岸に運ばれることが原因と推測されている（川上，2002；

Sawai et al., 2019；Sawai and Yoshida, 2019）．本個体の正確

な打ち上げ日は不明であるが，Fig. 1の観察から比較的新

鮮な状態だったと考えられたため，本個体が発見される前

日（2021年 2月 6日）と当日の海面水温と風に着目した．

本個体が発見された前日と当日の打ち上げ場所周辺の海面

水温は 12–13°Cであった（気象庁，2021b）．これはヤリマ

ンボウが好む水温（≥20°C；Seitz et al., 2002；中村 , 2017；

Nyegaard et al., 2018）よりかなり低く，本個体の衰弱を導

く一因と考えられる．また，本個体の打ち上げ場所に近い

観測地点（羽咋）の気象データ（気象庁，2021a）による

と，発見日前日から当日にかけての日平均風速は 4.6–5.4 

m/sとやや強く，沖から沿岸に向かう風向（南西，西南西）

であった．加えて，水深 50 m地点ではあるが，打ち上げ

場所周辺の日別海流も発見日前日から当日にかけては沿岸

に向かう流れであった（気象庁，2021c）．これら沿岸へと

向かう風や海流も今回の打ち上げに強く関与したと考えら

れ，先行研究の仮説を支持する結果となった．

明治時代の新聞に掲載された石川県産マンボウ科魚類の同
定
本研究で調査した明治時代の新聞記事（都新聞，1894, 

1896; Fig. 2）は，マンボウの民俗学的研究（例えば，藤井，

1999；川島，2002）でも取り上げられておらず，一般的に

知られていない資料であった．なお，都新聞（1894; Fig. 

2A）は「錦窠魚譜」（伊藤，出版年不詳）に新聞記事が切

り出されて転載されていた．以下に 2報の記事の原文を記

述する．

都新聞（1894年 1月 11日付）（Fig. 2A）　●奇魚　石

川懸加賀國江沼郡篠原村字伊切の鹿野熊次郎と云へるが去

暮二十八日の午前同村海岸に於て拾い揚げたる圖の如き奇

魚ハ長さ六尺七八寸、幅四尺五六寸、量目七十貫目餘あ

れども眼ハ割合に小く周圍四寸計りに過ぎず、全身鼠色に

して所々に黒斑あり、皮鰭等ハ河豚に類すれども其所屬名

稱及び食用に供し得らるゝや否やハ未だ知るものなしと

云へり．

都新聞（1896年 6月 13日付）（Fig. 2B）　●奇魚　去

る四日石川懸羽咋郡富来村字領家町なる大鍛治利右衛門と

云ふが漁業の際其網にかゝりたるハ圖の如き奇魚にして未

だ何と云へる魚なるや分らざる由なるが其長さハ三尺ばか

り幅ハ二尺ほどありて背と腹とに各々一尺五寸餘りの鰭あ

り全身鼠色にて鱗なしと云へり．

1808年に完成したとされる小野蘭山の「南楼随筆」に

は現在の石川県にあたる加州でマンボウを「雪ザメ」や

「イニギサメ」と呼んでいたという記述があるが（磯野，

2003），どちらの記事（Fig. 2）にも「奇魚」としか書かれ

ておらず，発見者および記事の執筆者はマンボウ科魚類の

呼称やこれらが食用に適すかといった知識をもっていな

かったようである．

都新聞（1894）の 1個体は（Fig. 2A），1893年 12月 28

日に石川県江沼郡篠原村伊切（現在の石川県加賀市伊切町

周辺）の海岸（36°21–22′N, 136°20–21′E）に打ち上げられ

ているのを鹿野熊次郎氏が発見し，長さ［おそらく澤井

（2016）でいう全長（TL）］203–206 cm，体重 >262.5 kgであっ

た．記事ではこの奇魚の所属名称は不明としながらも，フ

グ目の仲間と推測されていた．日本近海で全長 2 mを超え

るフグ目魚類はマンボウ属 Molaかヤリマンボウしか該当

せず，体に対して眼が小さいという記述や体の所々に黒斑

があるという記述，絵に舵鰭突出部（尾鰭ではない）と思

われる部位が描かれていること，冬季に日本海沿岸で打ち

上げられていることを総合すると，都新聞（1894）の個体

はヤリマンボウに同定される（例えば，Sawai and Yoshida, 

2019；Sawai et al., 2020；澤井，2021）．これは都新聞（1896）

の記事にある明らかにマンボウ属と同定される絵（Fig. 

2B）との比較からも，別種であることが見てとれる．筆

者が知る限りでは，明確にヤリマンボウと同定された日本

最古の記録は 1799–1801年に吉田鯉洲によって編集された

「ま免なくさ」であるため（澤井・氷厘亭，2019），都新聞

（1894）の個体は現在日本で二番目に古いヤリマンボウの

記録と判断される．また，上述のとおり石川県における標

本に基づくヤリマンボウの記録は山本ほか（1995）しか確

認できないことから，2021年 2月の打ち上げ個体と都新

聞（1894）の記録は石川県におけるヤリマンボウ 2例目の

記録かつ初めての打ち上げ記録となる．
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Fig. 2. Records of two ocean sunfishes in the Meiji-era articles (Miyako Shimbun,1894, 1896). A: Masturus lanceolatus (ca. 203–206 
cm length) stranded on beach at Ikirimachi, Kaga-shi, Ishikawa Prefecture, Japan on 28 December 1893. B: Mola cf. mola (>91 cm 
length) from off Togiryokemachi, Shika-machi, Hakui-gun, Ishikawa Prefecture on 4 June 1896. Reproduced with permission from 
the Chunichi Shimbun.
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一方，都新聞（1896）のマンボウ属 1個体は（Fig. 

2B），1896年 6月 4日に石川県羽咋郡富来村領家町（現

在の石川県羽咋郡志賀町富来領家町周辺）沿岸の沖合

（37°08′N, 136°43′E）で漁網にかかっているところを大鍛治

利右衛門氏が発見した．この個体は，長さ>91 cmであった．

都新聞（1896）の記述には日本産マンボウ属 2種（マンボ

ウとウシマンボウ）を識別するための形態的特徴が示され

ておらず，また全長 110 cm以下の 2種は外観から識別可

能かわかっていない（Sawai et al., 2017；澤井，2021）．そ

のため，都新聞（1896）の個体がいずれの種であるか明確

には判断できないが，これまで日本近海で確認されたウ

シマンボウはすべて全長 120 cm以上であること（Sawai et 

al., 2018），都新聞（1896）の個体は全長 110 cm 以上のマ

ンボウで確認されている分類形質（胸鰭より後方にある体

表の盛り上がったシワ）が描かれているように見えること

から，マンボウに同定される可能性が高い．分類学的研究

が進めば，古い文献記録を再検討する精度が上がり，過去

の時代の各地方の魚類相をより正確に復元できる．そのた

め，引き続き形態データを蓄積するとともに，古い資料の

情報収集も行う必要があるだろう．
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